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No. ② 人工知能を活用した透析医療の最適化
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No. ⑥  透析医療と看護師の特定行為―看護師
の役割拡大

No. ⑦  CKD―MBDガイドライン 2025を実装
する

No. 8  透析患者の栄養評価と栄養支援―現状
と今後の展開

（既刊は○）

編　集　後　記

　2025年 12月に公開された「慢性腎臓病に
伴う骨・ミネラル代謝異常の診療ガイドライ
ン（2025年改訂版）」（GL）は諸般の事情で
発行が大変遅くなり，ご迷惑をおかけしまし
た．思い起こせば，2021年に深川先生から
GLワーキンググループ（WG）副委員長に
指名されてからなので，4年近くの年月を要
しました．ただ検討期間が長くなったことで
幸か不幸か，関連するすべての論文がアクセ
プトされ，これらの論文を引用することがで
きました．深川先生がご存命の時に日の目を
みることができれば良かったのですが，天国
からどのような気持ちでこの GL完成を眺め
ておられるのか，責任の一翼を担った者して
一抹の不安もあります．
　WGのメンバーは皆本当にMBDが好きな
人ばかりで，責任感と使命感にあふれていま
した．優秀でやる気のある彼らと一緒に仕事

ができたことは，非常に楽しくもあり幸せな
経験でした．そして，これだけの専門家が集
まらないと，このように素晴らしい GLはま
ずできなかったでしょう．その意味でこの仕
事に関われたことに，大きな誇りを感じてい
ます．
　さて，われわれにはまだ残っている仕事が
あります．この GLを英文にまとめ，世界に
日本の最新 GLのコンセプトを発信せねばな
りません．今回の GLの内容は今までのもの
から大きく前に踏み出したものであり，世界
的に見てもテイラーメード医療を前面に打ち
出した点も画期的なところです．また各所に
工夫がなされている用意周到なものです．透
析期の管理だけでなく，保存期，移植期にも
力を入れているので，是非 GL本文（透析会
誌　2026；59：127―224）を御一読ください！
 （濱野高行）
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